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数は，現在までのところほほ全ての材麓で O.D -i?紹え，極めて高いo ~U'，こ街格水準は，一般材米




ざを閥的な間伐実行状況及び間伐材流通の割~.えをみながら，分析対象の 8 地域ないし 3 }原木市売
市場を会問のFI=!でおおまかに位i設付けてお ζ う。
淡…1 地方別flJJ伐生態の状況 CI協和58主J!!皮)
:I~ 泌巡 1，198 4，735 0，887 1，875 590 1，393 I 3，859 91. 9 
バミ jじ 4，151 5，358 0，775 1，770 339 269 2，379 57.3 
関 JI~ 1，894 2，281 0.830 562 250 177 991 52，3 
:1じ m投 771 1，471 0，523 148 62 15 225 29，2 
エs: 1 1，851 2，616 0，708 307 111 90 509 27，5 
w 百話 2，665 3，863 0，690 475 416 21 I 943 35.1 
.:c:li ( 743) (1，087) (0，684) 137) (277) 4) 418) (56.3) 
近 f総 2，276 3，721 0，612 473 360 18 851 37.1 
附 1，785 4，092 0.136 381 61 616 31.5 
制 l対 3，126 4，021 0，777 849 273 56 1，177 37.7 
愛媛 ( 961) (l，234) (0.779) 404) (140) ¥ ( 30) ( 574) (59，7) 
ゴL 1'i 9，137 6，853 1.333 5，049 682 397 6，129 67.1 
宮崎 Cl，820) (l，563) (1.164) ( 67) 20) 0，160) (63.7) 
~ !日 31，854 39，621 0，804 11，890 3，288 2，498 17，676 55.5 








ha， 四i習の30ごpha， となっている。 ζの間，間伐突行商駿の伸びが会問的に停滞するrl:'で，九
州・悶悶だけは者実な増加を示している。 56年度から58年度にかけて端加した閲伐実行間{i!Hふ
九州で9ごpha， 間関で6千 haであり， 両地方で金調のi骨加荷積21千 haの過半数をおめでいる。
ただ，濯なのは滞l始lî~伐対象林分(ここでは][""-'V齢級に設定している。なお， I濁伐対策議資
料によると， この 3齢級の林分稲積で間伐英行面積の88%*でを占める) 1 ha当りの!尚伐材生
あり，また，間伐主柱建材の和用主将であろう。それ密談-1で地方別に掲げておく。


















































j品絡はスギ・ヒノキ 3m…10cm下，スギ4m-10cm下， ヒノキ 4m-10cm下(以下，小箆材と称



















20'"'-'28cm) -60J，î~ 2)ヨまでは全国木材協問組合迎合会「木材干IJ況月報J， 60均三3月以降は日本銀行
統計局「卸売物術指数年報jによるo
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マ1-.__ JJ 11 tl 11 
L51dLJ」 J 」JL55J]Ji-J」 Ji-J」60J
注1)1is城の1u!i桜は都城j原木市場(株)nfJ'宛迷報」による。他は凶ー iと同じ。




















湖1(山仰 0.546 0.643 51 53 0.764 0.297 
城 54… 56 0.614 0.684 
57 - 60 0.531 0.359 
久 51年一60年 0.774 0.717 
51 - 53 0.428 0.290 
万 54 - 56 0.774 0.800 57 - 60 0.608 0.315 





かし. {1m栴涜は60"f!1とおいてもnl当り 6"'7千 cm政木の側格ぞ使用。
内と大きい(このi時WJ， これだけの側約認が硲砲することは， 原木の質か， または需給関係か



















雪之… 1I 供TI1場ヒノキ 4m ・lOcm下線水{出ii~をの/f守系
列問での相関係数
部 15~年一畔51… 53 
8JI 54-56 
57 - 60 
久 15~年一60~: 0.775 0.680 0.615 
51… 53 0.409 0.144 0.255 
54 - 56 0.774 0.739 0.585 
万 57- 60 0.469 0.382 0.524 
松 51$-60年 0.586 0.450 
51 - 53 0.500 0.499 
阪 54 - 57 0.556 0.486 57 - 60 0.181 i 0.135 












57-60年間にはマイナスの{州制13関 ~5ft-9 。 しかし， ここで環裂なのは{Ilj格授の縮小で， スギ
4 m-10cm下原木の;場合と比べ52なった関係にある。@都城と松阪とではー設して術絡設が大き
く， 57&字削除縮まる{頃向にあるとはいえ，依然rri~当り 1 万円の~話きをもっている。命久万と松阪
とでは， 54"-'56年に比較的近い水都で側絡が7r~成されたが，以降，初li栴は拡がり l河J!花する傾
向を示している。 {il日絡の相関も高くはない。⑦なお，スギ4m-10cm下Jm木制Ii絡と比べれば，松






















L511」 J 」」」JL日-11 • 1 1 1 ILSO.J 
10 
:30cfi.I:) 注 1) jlfl5:!r~の似i~ちは都城崎l木市場(株) frlI?lおi盗殺jによる。米ツガ丸太iliA符{線約6.0mJ二，
のl:ilmは北T'Pエゾマツ丸太と同じ。他はi濁-1と悶じであるo



















たが， 55年からは 3地域ともぱ労り 5千円前後下rmる錨;賂水機にある。しかし， 57-50年期にお
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3 … 1 でとりあげた 7 樹材r~lHこついて， ここでは， 各地域の原木市場内部で相況にどのような
僻格関連をもっているのか守分析し，各地域内部における小諮材{rli格の動向の特徴主主摘出したい
(待機材額の仰絡推移については，前掲~1-1'-"'" 6 iJ?参照の ζ と)。
(l)都城市場一各部材開の価格推移を簡単に狭間すると，スキ;'3 m-11""'-'12cm藤木(以下， ieDと
表示)， スギ4m-9cm下路子供((b)と表示)， スギ 3m… 9cm下!京木(命)の 3者は…・践して ζの
JI聞の僻絡序列らもって推移し 1つのクツレープを様成している。ただ，邸主!ままでは@と部，@と
@の1mで¥各々 I1f当り 5千円税j交の授がみられ，以降その諜は縮まるものの部と@の間には依然2








@はさておき， 51…531予期の@と@(スギ小路材)の閥，また54-56年期での③， φ各々 とG)，
@， CDの聞をl徐き，価格動向l乙明確な関連はみられない。なお， @ (ヒノキ小筏材)は， 51-53 
























51 - 53 
54 - 56 
57 - 60 
51$-60作 0，571 
CD I ~~ = ~~ 0.673 54 56 0.834 
57 - 60 0.049 
51年一60年 0.601 0.731 0.689 
⑪ 51 - 53 0.820 0.457 0.328 
54 - 56 0.582 0.787 0.665 















rel: 1 )初i格はスギ及びとノキ 4m' 9cm下jポ木については都城
}~立木市場 (j*)1T1:i宛速報J.その仰はお崎県森:i!l!三三股林慾
物流i滋センター凡旬以速報」の各月会問mの五Tli:匂鍛冶伎m。






















に， 3 mJI古木 4m原水ごとに
名探級のi尚で相関が商い。つま
炎-9 久75市J;&i'おj京水制JIi?:iの時系列伺でのね刻係数
51j:r:…60jド 0.734 0.820 
;5153 0.140 0.433 0.654 I 0.037 
⑦ 54 - 56 0.860 0.887 0.858 I 0.925 
57 - 60 0.581 0.823 0.807! 0.797 
5 Hj:;-60年 0.730 0.741 0.651 
15153 0.588 0.212 
⑮ 54 - 56 0.958 0.896 0.751 


































炎…10 松阪市場各原水制ft絡の時系列~Oでの 1'f:1 1潟係数
ヒ 5H:I~-60年 0.700 0.640 0.678 0.784 
51 - 53 0.452 0.279 0.238 0.680 
10 54… 56 0.738 0.650 0.735 0.766 件ド 57 - 60 0.375 0.411 0.416 0.341 
51勾1…60年 0.756 0.730 0.636 0.675 
db i l-53 0.655 0.186 O.日22 0.332 
54 - 56 0.816 0.921 0.790 0.760 
57 - 60 0.174 0.404 0.227 0.106 
51年一60:Ip 0.620 0.719 0.733 0.681 
① i 51-53 0.362 0.206 0.492 0.473 
54 - 56 0.703 0.771 0.691 0.670 
57 - 60 0.214 0.522 0.682 0.052 
51年1一-603戸 0.770 0.688 0.685 
51 - 53 0.504 0.306 0.131 
El I 54… 56 0.889 0.794 0.770 
57 - 60 0.052 0.118 
0.472 1 0.369 
0.487! 0.612 


































1l1J一樹材部の仰Ît名動向~者1\城・久万・松!授の 3 市場で比較した場合 3111 ， 4 mの13cm上;スギ
一般材では近年仰格水準も大設なく，また比較的近1以した制絡変動ノ苛ターン告示示しており，各地
域をi問えてj広域的ないし金問的な統一市場が形成されていることぞうかがわせる(スギ 3111の11
-12cm樹木も， {i制約変動パターンは近似するが，制li1潟水準の授は大きい) 0 これは，次のような
関係としで期解できょう。建築材のi'1J場仰i格は会閑地棋の統一市場会もつ商品である外i>1の{~Iii絡















































































1 ) 宮崎県緑林籾合il合会の総J)j{;fミl段数い滋は58年&-129乎ri。うち 3・t¥mの3-6 cm7'J{5=fnl， 7-10 
C肢が2t¥=fri，1l-13cmが26ごfm'という織成であり，この部分で43%iでtj:占めている(なお， t¥ mii1tが
45ヂポと圧倒的である)。また59年j立-145千1f，各1;J沢は6ヂ11・29"fn1・30ごfr吋(悩Jli;l七必%)， i 
た4m~はが5Ffrrìである。三!段共l低所の591ド皮の総波紋いi誌は49千IT11 内訳は名 2 =fm'・9ごfm'・9ごf
ri (織成比42%)， 4 miオが14千rfでありt¥m;討の比本が殺ご|二{s;い{印式五IZ均的な水準にある。
2 ) 愛媛朕材、政総資料によると， 59年度の12cm下のItO伐材等小筏材の流通致は48ヂms，うち 7cm下材が15=子

















Recently thinning in young man-made for・esthas become vel'y difficul t to pl'a巴tise. '1'he1'・8
ar・esome reasons. One is the low pl'ice of thinned log which has the diametel' of 10 centi.‘ 
metel' and below. Howevel'， the eharacter of small size thinned log' mal'ket has noもalways
been elucidated. 
This study analyzes the tl'end of the pl'ice of 8ma11 size log by using‘ pr・icestatistics 
oI thl'ee wood mal'ketpla巴esloc乱tedin l¥1iyazaki， Ehime and l¥1ie prefectur・e. As a result， the 
following points wel'e elal'ified: 
1. The pl'ice tl'end of sma11 sizc log is lal'gely c1iffel'ent among thosc marketplac己s.
2. At each marketplaces， the price trend of smnll sizc log is different，乱nc1i t isalso 
different from the price trend of mec1ium size log which has the c1iametel' of 11 eentimeter 
and up. By contl'ast， the price trend of the latter‘is similnl' nmong each marketplaces. 
By these analysis， itcan be found that the small size log hns not the nntionωwic1e but 
only local market differcnt from mec1ium size log. 
